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当メールニュースではイベントのお知らせや公募情報等、 

産学連携に関する情報をお流しいたします。 

会員の皆様への情報の配信をご希望の方は、news@j-sip.org 

あるいは産学連携学会事務局（j-sangaku@j-sip.org) までお寄せください。 

バックナンバー：http://www.j-sip.org/mail_news.php  
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   【日立京大ラボ・京都大学シンポジウム】 

 「生物の社会性に学ぶ新たな社会システムの可能性 

                        ―QoL の向上をめざして―」開催のお知らせ 
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 この度、日立京大ラボ・京都大学シンポジウム「生物の社会性に学ぶ新 

たな社会システムの可能性―QoL の向上をめざして―」開催のお知らせ」を 

令和 2年 2月 10 日(月)に開催する運びとなりましたのでご案内いたします。 

みなさまのご参加、お申込みをお待ちしております。 

 

1．趣旨 

生物界には、ハチやアリのように、集団において各自の役割が規定されてい 

る、いわゆる社会性昆虫と呼ばれる種が存在します。 

またゴリラのように、立場の強い者同士の喧嘩を弱い立場の者が対面姿勢で 

コミュニケーションを図り仲裁する種も存在します。 

また、人はなぜ国家などの大規模かつ複雑な社会を構成し、互いに協力でき 

るのでしょうか。生物が持つ、このような社会性から我々は Quality of Life 

の向上のために何を学べるでしょうか。 

2016 年に、京都大学と日立製作所が設置した「日立京大ラボ」では、環境 

価値や経済価値に加えて社会価値の向上を実現するため、新たな社会システ 

ムの研究を進めてきました。 
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今回のシンポジウムでは、日立京大ラボの取り組みを紹介するとともに、 

Quality of Life の向上をめざし、生物や人の社会性に関する研究発表を通 

じて、新しい社会システムの可能性について探ります。 

  

2．日時 

  2020 年 2 月 10 日(月) 13:00～17:30 (12:00 開場) 

  

3．場所 

  上野イーストタワー 2 階 Main Meeting Room 

  http://sasp.mapion.co.jp/b/hitachi/info/BA850382/?view=r  

  

4．参加費：無料 

 

5．申し込み方法 

  下記 URL から直接お申し込み下さい 

  https://www8.hitachi.co.jp/inquiry/hqrd/event2/form.jsp  

  

6．申し込み期限：2020 年 2 月 7 日(金) 

  定員 350 名になり次第、締め切らせていただきます。 

 

   問合せ先：日立京大ラボ 075-753-9716 

 

7．プログラム（詳細は下記 URL のパンフレット参照） 

   http://www.hitachi.co.jp/rd/event/index.html  

 

13:00～13:10 開会挨拶 

  木村俊作 京都大学 産官学連携本部 副本部長 

  鈴木教洋 日立製作所 執行役常務 CTO 兼研究開発グループ長 

 

●●第一部：生物の社会性に学ぶ社会システムの可能性●● 

13:10～13:45  

 「イヌはなぜヒトの友達になった？遺伝子からみる動物のこころ」 

  村山美穂 京都大学 野生動物研究センター 教授 

 

13:45～14:20 

 「イルカの水中社会性」 

  酒井麻衣 近畿大学 農学研究科 講師 

 

14:20～14:55  

 「アリ社会の研究は人間社会に何をもたらすか？」 
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  土畑重人 京都大学 農学研究科 助教 

 

休憩 15 分 

 

●●日立京大ラボ 研究紹介●● 

15:10～15:40 

 「社会・環境・経済価値の定量化と QoL の向上」 

  嶺 竜治 日立製作所 基礎研究センタ 日立京大ラボ長代行 

 

●●第二部：人の社会性に学ぶ社会システムと QoL 向上の可能性●● 

15:40～16:15 

 「ヒトの向社会的行動の生物学的基盤と QoL」  

  高岸治人 玉川大学 脳科学研究科 准教授 

 

16:15～16:50 

 「人のコミュニケーションと QoL」 

  高田明 京都大学 アジア・アフリカ地域研究科 准教授 

 

16:20～16:55 

 「風土建築から見える QoL」 

  小林広英 京都大学 地球環境学堂・地球環境学舎・三才学林 教授 

 

17:25～17:30 閉会挨拶 

  西村信治 日立製作所 基礎研究センタ長 

 

 

                                以上 


